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文教厚生委員会 市内視察報告 
                                   

開催日 令和 7 年 11 月 11 日（火） 
視察先 ○有田市立保田保育所 ○有田市学校給食センター  

○有田市健康スポーツ公園 BIG SMILE PARK 
 

有田市における保育環境、公共施設の安全管理、そして学校給食の安定的な提供は、子どもたちの健やか
な成長と、市民が安心して暮らせる地域づくりの基盤です。 

このたび、各施設を調査したところ、現場からは運営上の課題や設備の老朽化、管理体制の見直しに関す
る切実な声が寄せられました。 

これらの課題は、市民サービスの質の維持向上に直結するものであり、早急な改善が必要であると判断し
ます。 

ついては、下記の事項について速やかな検討と対応を求めます。 
 
○有田市立保田保育所 

保田保育所では、園舎まわりの雨水排水の不備、送迎時の駐車場の混雑・危険性、0～1 歳児保育におけ
る人員不足、支援が必要な子どもへの対応基準の不十分さなど、現場から多くの課題が指摘されている。こ
れらの課題は子どもたちの安全と保育の質に直結するものであり、以下の改善を求める。 
１．園舎・周辺環境の改善 
（１）大雨時の雨水排水能力を早急に改善し、安全な園舎環境を確保すること。 
（２）駐車場の利用環境を見直し、送迎時の混雑や事故のリスクを軽減する対策を講じること。 
２．人員配置の強化 
（１）0～1 歳児保育における人員配置を現場実態に応じて柔軟に増員し、安全かつ質の高い保育を維持 

できる体制とすること。 
（２）支援が必要な子どもへの対応を現行基準より実情に合う形で見直し、適切な支援体制を整えること。 
（３）臨床心理士の意見も踏まえ、子どもの特性に応じた専門的支援が行える人員体制を再検討すること。 
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○有田市学校給食センター 
学校給食センターでは、毎日約 1,700 食の給食を限られた人員の中で安全に提供していました。衛生管理

や食育への取組は高く評価できる一方で、設備の老朽化や人員不足といった深刻な課題が顕在化していま
す。 
１．大型調理機器の計画的更新 

老朽化状況を把握したうえで更新計画を策定し、必要な予算措置を講じること。 
２．機器メンテナンス体制の強化 

専門技術者の配置または専門業者との契約を強化し、日常の点検・整備および故障時の迅速な対応が 
可能な体制を整備すること。 

３．調理員の勤務体制の見直し 
病欠等の不測の欠勤が生じた場合でも安全な調理が継続できるよう、代替要員の確保を含めた人員 

配置の改善を図ること。 
 

 

 
○有田市健康スポーツ公園 BIG SMILE PARK  

年間約 15 万人が訪れる地域の主要施設であり、子どもたちが安心して遊べる憩いの場として重要な役割
を果たしています。現在、管理者及びスタッフが常駐し、一定の安全管理体制が保たれているが、さらなる
安全確保と利用環境の向上が求められます。 
 
１．安全対策の強化 
（１）落雷事故を防止するため、避雷針の設置を速やかに進めること。 
（２）集中監視システム（監視カメラ）を導入し、管理室で施設全体を一元的に監視できる体制を構築する 

こと。 
２．利用環境の改善 
（１）利用者の増加に対応するため、駐車場拡大等の利便性向上策が必要。 
（２）利用者のマナー向上を図るため、巡回強化など、必要な対策を実施すること。 
３．指定管理の適正な運営 
（１）指定管理料 1,979,830 円の執行内容について、決算報告を提出すること。 
（２）利用状況に応じて人員体制や管理方法を継続的に見直し、より良好な運営を図ること。 
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以上のとおり、現場から寄せられた切実な声を踏まえ、地域の安全性と公共サービスの質を確保する 

ため、関係機関において速やかに検討を進め、必要な改善措置を講じるよう強く求めます。 
今後も、市民の暮らしに直結する課題について、引き続き丁寧な調査と提言を行っていく所存です。 


